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研究要旨 

高尿酸血症と心血管疾患との関連は、臨床研究や疫学研究において明らかにされつつある。

しかし、経皮的冠動脈インターベンション（PCI）後の慢性冠症候群（CCS）患者における

高尿酸血症が心血管イベントのリスクファクターとなるかどうかは不明である。 

 
Ａ．研究目的 
今回、PCI後の出血イベントの寄与因子や診療実

態を明らかにするためにリアルワールドデータベー
スであるCLIDASデータベースを用いて過去起点コ
ホート研究を行った。虚血性心疾患に対する経皮的
冠動脈インターベンション（PCI: percutaneous coro
nary intervention）後の心血管イベント発症に影響す
る因子について、未解決要因に焦点を当て新たな治
療介入点について探索することを目的とした。第1研
究では慢性冠症候群（CCS: chronic coronary syndro
me）に対するPCI後の症例において高尿酸血症が心
血管イベントに与えるインパクトを、第2研究ではC
CSに対するPCI後の心血管イベントに与える性差の
影響について検討した。 
 
Ｂ．研究方法 

2013年4月から2019年3月までの間にPCIを施行し、
3年間のフォローアップを完了した例の患者を対象
にPCI後のCCS患者を登録した。心血管死、心筋梗塞、
心不全による入院の複合と定義される主要な心血管
イベント（MACE）の発生率を第一研究では高尿酸
血症群と非高尿酸血症群の間で比較、第2研究では男
女両群について比較検討した。 
（倫理面への配慮） 

本研究は既存の情報を用いた後ろ向き観察研究
であり、匿名化された既存データを利用するため、
「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫
理指針（令和3年6月30日施行）」に則り、研究の対
象者からの必ずしもインフォームド・コンセントを
受けることを要しないが、研究対象者が拒否できる
機会を保証するため、オプトアウトを行った。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究に用いたデータは電子カルテやそれに接続さ

れた部門システムから抽出された既存情報であり、

氏名などの個人を識別しうる情報は削除し、病院 ID 
はハッシュ化する仮名加工した形で利用した。これ
は「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する
 倫理指針」第4章第８ 1 (2)イ(ウ)①および第4章第
８ 1 (3)イ(イ)②に該当するため、各施設のホームペ
ージに本研究に関する情報提供を行い、オプトアウ
トの機会を設けた。 
 
 

 
Ｃ．研究結果 
第1研究では研究期間中にPCIを受けた患者は合計9
936人であった。このうち、PCI後にCCSを発症した
5138例を解析した（高尿酸血症群1724例、非高尿酸
血症群3414例）。高尿酸血症群は非高尿酸血症群に
比べ、高血圧、心房細動、心不全による入院歴、ベー
スラインのクレアチニンの有病率が高く、糖尿病の
有病率が低かったが、男性の割合や年齢は両群間で
同様であった。高尿酸血症群のMACE発生率は、非
高尿酸血症群に比べ有意に高かった（13.1% vs. 6.
4%、ログランクP <0.001）。多変量Cox回帰分析に
より、年齢、性別、肥満度、推定糸球体濾過量、左主
疾患および/または三重血管疾患、高血圧、糖尿病、
脂質異常症、心筋梗塞歴、心不全による入院歴で多
重調整後、高尿酸血症とMACE増加（ハザード比 [H
R], 1.52; 95% confidential interval [CI], 1.23-1.
86 ）との有意な関連が認められた（図1）。さらに、
高尿酸血症は、心不全による入院の増加（HR, 2.19;
 95% CI, 1.69-2.83）と独立して関連していたが、
多重調整後の心血管死や心筋梗塞には関連していな
かった。性別、利尿薬使用、B型ナトリウム利尿ペプ
チド値、左室駆出率による感度分析でも同様の結果
が得られた。 
第2研究では全部で5,555人のPCI後のCCS患者が解
析に含まれた（男性4,354人（78.4%）、女性1,201人
（21.6%））。追跡期間の中央値は917日（四分位範
囲312-1,508日）であった。MACEの発生率は2群間
で有意差はなかった（ハザード比［HR］1.20；95％
信頼区間［CI］0.97-1.47；ログランクP=0.087）（図
2）。4種類のモデルで多変量Cox回帰分析を行った後
でも、女性と男性の間でMACEの発生率に差はなか
った。 
 
Ｄ．考察 
PCI後患者の予後に影響する因子として高尿酸血症
が有意であることが示された。これは虚血性心疾患
患者の新たな治療標的として有用である可能性を
示すことになる。血清尿酸値の予後への影響につい
ては前向きコホートや機序に関する更なる研究成
果とともに検証が必要と考えられる。 
性別についても予後に関わる可能性を示唆する論
文、同等とする論文がこれまで散見されたが、今回
はCLIDASという多施設・精細医療情報を分析する
ことによって、比較的確度の高い結果が得られたも
のと考えられる。 
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Ｅ．結論 
CLIDASにより、高尿酸血症は、PCI後のCCS患者
のMACE増加と有意に関連することが明らかにな
った。高尿酸血症の治療が心血管イベントを減少さ
せるかどうかについては、さらなる臨床試験の実施
が望まれる。また、PCI後患者の長期予後に男女産
は認められなかった。 
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図 1 

主要有害心血管イベント（MACE）の Kaplan-Meier 分

析。高尿酸血症群は非高尿酸血症群と比べて有意に

高かった（log-rank 検定; P <0.001）。 

 
図 2 女性および男性における主要有害心血管イベ

ント（MACE）の Kaplan-Meier 分析。log-rank 検定で

は両群の差は有意ではない。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


